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下関市のイソジョウカイモドキの生態と分布
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はじめに

　イソジョウカイモドキ Lasius asahinai Nakane, 1955は海岸の岩礁に生息する甲虫の一種で，本州，四国，九州，

種子島，屋久島に分布する日本固有種である（吉富・林 , 2011）．雌雄ともに体長は 4 mm前後で，体は光沢

のある藍色をしている（Nakane, 1955; Yoshitomi and Lee, 2010）．雄は雌に比べて触角の第 3節が大きく肥大し

ていることから（Nakane, 1955），雌雄の区別は容易にできる（図 1）．本種は，海岸の波打ち際の岩礁という

極めて特異な環境に生息していることや胚子態孵化（Foetometamorphosis）と呼ばれる特異な発育過程を経る

ことなど，非常に興味深い生態をしていることが知られるが（Asano and Kojima, 2013; 浅野 , 2013），一方で近

年では生息地の減少など絶滅が危惧されている（環境省 , 2012）．

　本稿では山口県下関市における本種の生息状況を調査し，さらに野外観察において得られた生態的知見

を記載する．
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図1. イソジョウカイモドキの雌雄（左: 雄，右: 雌）

図3. 下関市内におけるイソジョウカイモドキの生息確認地

図2. 観察を行った三軒屋海岸の4つの岩礁（左: 干潮時，右: 満潮時）．
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凡例：

調査地と調査方法

(1) 分布調査

　生息状況を把握するために 2013年 5月から 8月にかけて，イソジョウカイモドキが生息していそうな岩

礁を対象として生息の有無を確認した．調査を行ったのは下関市内の 11カ所の海岸であった．

(2) 生態観察

　調査は主に下関市長府宮崎町三軒屋海岸（33°59N, 130°59E）の 4つの岩礁（図 2）で 2013年 4月 2日から

11月 3日までの間，1週間に 2回程度実施した．調査を行った時間帯（10時 ~19時）や調査に要する時間

は一定ではなく，また 1日で数回に分けて調査を行うこともあった．記録した内容は，成虫の場合は雌雄

別の個体数，幼虫の個体数，蛹や交尾個体の数，岩礁の表面温度，タイドプールの水温，環境変化や本種
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の行動などとした．なお，岩礁の隙間に潜っている個体では雌雄を区別できなかったので，それについて

は性別不明として記録した．幼虫は 1～ 10 mmの個体を計数した．調査において成虫および幼虫を採集す

ることはしなかった．ただし，蛹と成虫の数個体は持ち帰り，室内での観察を行ったが，観察後は生きた

状態で元の場所に戻した．また，岩礁生物の採集方法として用いられることが多いスプレーを使って窪み

から追い出す方法は用いなかった．

図1. イソジョウカイモドキの雌雄（左: 雄，右: 雌）
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図2. 観察を行った三軒屋海岸の4つの岩礁（左: 干潮時，右: 満潮時）．

131°0’

34°0’

北九州市

下関市日本海
瀬戸内海

生息を確認できた場所
生息を確認できなかった場所

凡例：

結果および考察

(1) 分布調査

　調査の結果，8ヶ所で生息を確認

し，生息を確認できた海岸と調査し

たが生息を確認できなかった海岸を

それぞれ図 3に示した．日本海およ

び瀬戸内海いずれからも生息を確認

することができた．なお，生息を確

認できなかった場所と生息していた

場所で環境に大きな違いは見いだせ

ず，生息の有無にどのような環境要

因が関与するのかについてはよくわ

からなかった． 

 

(2) 生態観察

　発生消長：幼虫をはじめて確認し

たのは 4月 2日，成虫をはじめて確

認したのは 5月 13日であった．前年

においても 5月上旬から成虫の出現

を確認していた（未発表）．幼虫はそ

の後 6月下旬まで出現し，一旦見られなくなったが，9月中旬からまた出現した（図 4）．成虫は 5月上旬

から 9月中旬まで見られ，発生ピークは明瞭ではないが 5　月下旬と 8月上旬に認められた（図 4）．蛹は，

図1. イソジョウカイモドキの雌雄（左: 雄，右: 雌）
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図 4. 長府三軒屋海岸におけるイソジョウカイモドキの発生消長（2013 年）

図 6. 交尾中のイソジョウカイモドキ

図 5. 長府三軒屋海岸で確認したイソジョウカイモドキの蛹
A: 蛹を確認した場所（矢印）, B: 石を剥がしたところ , C: 蛹．
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6月 11日に岩礁の隙間から 1個体を見つけた（図 5）．なお，この蛹は室内で飼育して 6月 16日に羽化した．

交尾個体（図 6）は 5月下旬（5月 21日にはじめて確認）と 6月下旬に多く，産卵は 5月下旬から 7月上

旬にかけて観察された．6月 27日には雌 1個体の死亡個体を岩礁の窪みの中で確認した．
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図 4. 長府三軒屋海岸におけるイソジョウカイモドキの発生消長（2013 年）

図 6. 交尾中のイソジョウカイモドキ
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　日周行動：岩礁での観察によれば 14時頃から活動が活発になり岩礁の上を歩行したり，飛翔したりする

個体を観察できた．そして 16時以降になると岩礁の窪みに潜りはじめ，18時頃になると大部分の個体が窪

みの中に潜って，丸まっていた．これらの活動には時間帯とともに海水面の高さも関与していると思われた．

　なお，日周行動については浅野（2009）およびAsano and Kijima（2009）の神奈川県の個体群における観察

と同じであった．

　食性： 野外では双翅目昆虫の死骸を捕食しているところを数回観察した（図 7）．なお，飼育下では魚肉

ソーセージや魚類用の配合飼料を捕食した（図 7）．
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図 4. 長府三軒屋海岸におけるイソジョウカイモドキの発生消長（2013 年）
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図7. イソジョウカイモドキの摂食時の様子（左: 生息地で双翅目昆虫を捕食しているところ, 
右： 飼育下でソーセージを捕食しているところ）．

　行動(1)：雄が頭部を下にして前屈みになり，前脚をく

の字に曲げて小刻みに震わせていた．この行動は雄が雌の

後を追うように歩行していた時に観察された行動で，雄の

みに見られた．なお，繁殖に関与する行動なのかもしれな

いが，現時点ではよくわからない．

　行動(2)：本種が海水中でどのようにして生存するのか

を調べるために，海水中に没して，観察した．その結果，

成虫,幼虫ともに体に生えた微細な毛が空気の膜を作り，

それにより海水中に没しても溺れることなく，水面に浮い

た．ただし，成虫，幼虫ともに泳ぐことはできなかった．

まとめ

　本稿では下関市におけるイソジョウカイモドキの生態について報告した．満潮時には海水下に没し，

嵐の時には容赦なく大波が襲う環境に生息する微小な昆虫が，どのようにしてこのような危険な環境で生

きているのか，その一端を説明することができたと思う．このような貴重で，興味深い昆虫を守り続けて

いくためにも，今後も少しずつ本種を含めた海岸性生物の生態を野外生息地で調査していきたい．
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